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広島豪⾬災害



死者74名



2014年広島豪雨

災害における降
水分布と崩壊源
の分布（左）およ
び崩壊密度の分

布（右）

2014/8/20 01:00‐
04:00の3時間降水
量

崩壊は3時間⾬
量150㎜以上の
部分に集中





地質と崩壊の
分布

⼟⽯流は花崗岩と
堆積岩（ホルン
フェルス）に発⽣
花崗岩の場合，⼟
⽯流の原因は最上
部の崩壊と流路の
侵⾷
ホルンフェルスの
場合，⼟⽯流の原
因は主に⽔の噴出



２タイプの花崗岩

中粒花崗岩 細粒花崗岩
風化しやすくマサ土になりやすい 風化しにくく，大岩塊をつくる

2014年災害時の崩壊に多く含まれたが，
1999年の災害時には少なかった



中粒花崗岩
粗粒花崗岩
（1999年災害時の崩壊の主体）



緑井7丁目の土石流の上部（中粒花崗岩の崩壊）



八木3丁目の土石流の源頭部の崩壊（細粒花崗岩）



可部東6丁目

細粒花崗岩

中粒花崗岩



細粒花崗岩の⼤岩塊のために⼤きな破壊⼒
（甚⼤な災害の要因１）

1999年の災害の時には，⼤岩塊が少なかっ
た



花崗岩地域の⼟⽯流は⾕の侵⾷が著しい
（マサ⼟が弱い） →⼤量の⼟砂流出



A ホルンフェルスの⼟⽯流
（流路の侵⾷弱い）

B 所々にパイピング侵⾷

C ⾼標⾼部の緩斜⾯に強⾵化部が存在
（その⼟層の表層崩壊）―低標⾼部にはなし
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航空レーザー計測による地形イメージ



甚⼤な災害の要因2
被災家屋の多くが沖積錐の上にあった



沖積錐は⼟⽯流の繰り返しによって成⻑
緑井7丁目

八木3丁目

緑井8丁目

（データは朝日航洋）



ニュージーランドクック⼭近くの沖積錐





広島豪⾬災害のまとめ
被害の⼤きかった地域の⼟⽯流は，花崗岩の崩壊に起因している
（⼋⽊3丁⽬，緑井7,8丁⽬，三⼊地区，可部東地区）

植⽣のある斜⾯が崩壊しており，裸地や伐採地が崩壊したわけでは
ない．

⼭の上部に分布する細粒花崗岩が⼤ブロックを形成し，それが⼟⽯
流に⼤量に含まれていたため，通常のマサ⼟の⼟⽯流よりも破壊⼒
が⼤きかった

ホルンフェルス地域では，⾼標⾼部の強⾵化部で表層崩壊が起こっ
ていたが，⼤部分では⽔の突出によるパイピング崩壊
岩⽚が硬く，また，⼟も締まっていたため，流路の侵⾷は花崗岩斜
⾯に⽐べて軽微だった→相対的に⼩さな⼟砂流出

広い被災地は，⼟⽯流の繰り返しによって形成された沖積錐



⻘点：1999年豪⾬
災害の崩壊位置

⾚：2014年8⽉の豪
⾬災害時の崩壊密集
地

幅2㎞，⻑さ10㎞
の範囲に密集して
発⽣



1999年広島豪雨災害で発生した典
型的な表層崩壊

斜面下部には未風化の花崗岩があ
るが，中部から上部にはマイクロ
シーティングの発達した風化花崗岩
があり，その表層部の土層が崩壊
した．



1999年広島豪雨災害で発生した典型的な崩壊の内部．粗粒花崗岩であり，細粒花崗
岩のブロックはない．
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白川、音羽川

花脊



産総研20万分の1地質図（京都大阪）



比叡山(ホルンフェルス） 大日山
(ホルンフェルス）

比叡平（花崗岩）



弥生時代の土石流

白川から土石流

紀元前500年頃
20万 程度の
土石流が流出

冨井 眞（埋蔵文化財研究センター）



比叡平

航空レーザー計測

白川

山中

外山真（2011年度京大修士論文）





山火事？
cal 1264-1414AD

松四雄騎による



山中地区での土砂生産履歴

• 紀元前500年頃大土石流

• 1300年頃から土砂生産が盛んになっ
た可能性がある

• 近年の降雨による出水と崩壊 小規模

– 1935年

– 1972年

• 不安定な土砂が広く分布している



白河上流域での斜
面安定計算結果

外山真（2011年度京大修士論文）



1ｋｍ

京都市の要注意地域

花崗岩地域

北



⽩河下流部



琵琶湖西岸には小規模なデルタが発達  土砂流出



京都市（と⼤津市）への警鐘

• ⽩川流域で広島と同様の降⾬があれば，
表層崩壊が群発して，下流に⼤量の⼟砂
が流出する可能性が⾼い

• ⽩川下流部や⼭裾には住宅が密集
• ただし，京都東側の花崗岩地帯の沢には
⼤岩塊は多分少ない


